
建退共とＣＣＵＳのデータ連携の推進

方式Ⅰ(直接入力方式)
参照

　　建退共事務受託様式５号

殿 年 月 日

報 告 事 業 所 名

住 所

電 話 番 号

共 済 契 約 者

番 号

建設キ ャリアアッ プシス テム

事 業 者 I D

工 事 コ ー ド

建設キ ャリアアッ プシス テム

現 場 I D

備 考

（ 契 約 者 番 号 ）

元 請 事 業 所 名

次の表のとおり、就労実績を報告します。

就労 状況 年 月 日 ～ 年 月 日

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 合計日数

※　建設キャリアアップシステム登録技能者は、ＣＣＵＳ欄に「〇」印を記載

被共済者就労状況報告書（日別報告様式）
整理番号

報 告 日

掛金納付についての

事務を委託します。

（ 契 約 者番 号）

総合計

一次 事 業 所 名

No. 被共済者番号 項番 氏名 CCUS

               印 

現場責任者確認

就労実績の集計に建設

キャリアアップシステムを

活用しています。

5号日別様式

方式Ⅱ（下請個別作業方式）

方式Ⅲ
（元請／一次下請一括作業方式）

（システム改修中）

就業履歴一覧ファイル
（雇用主が個別に
ダウンロード）

ＣＣＵＳ用
就業履歴
入力データ
ファイル

方式Ⅲは、
説明会等を経ていただき順次利用
開始

電子申請専用サイト

　　　建退共事務受託様式４号

年 月 日

印

次の表のとおり、就労実績を報告します。 年 月 日～ 年 月 日

※　建設キャリアアップシステム登録技能者は、ＣＣＵＳ欄に「〇」印を記載

総合計　

No. 共済契 約者番号 項番 共済契約 者名 被 共 済 者 番 号 被 共済 者 名

報告期間：

(共 済 契 約 者 番 号 ) ( 共 済 契 約 者 番 号 )

元 請 事 業 所 名 一 次 事 業 所 名

工 事 コ ー ド

備 考

建 設 キ ャ リア ア ッ プ シ ス テム

現 場 I D

電 話 番 号

共 済 契 約 者

番 号

工 事 名

報 告 事 業 所 名

住 所

建 設 キ ャ リア ア ッ プ シ ス テム

事 業 者 I D

被共済者就労状況報告書（月別報告様式）
整 理 番 号

殿 報 告 日

掛金納付についての

事務を委託します。

就労実績の集計に建設
キャリアアップシステムを

活用しています。

現場責任者確認

C CU S
就 労 日数

31 0円

連携データ
4号月別様式

（共済契約者）

（建退共）

Ｒ

Ａ

Ｒ は、
令和4年9月末から下請個別作業方式
で利用可能
元請/一次下請一括作業方式は令和5年
2月に利用開始予定
説明会等は今後検討

一覧データ
登録方式

※ 直接入力の他、利便性の向上のため、共済契約者から希望の多い様式第5号
日別報告のデータファイル（EXCEL、CSV）を直接取込による入力も可能。

Ｂ

建退共連携ファイル
（元請一括）

二次

方式Ⅱ

Ａ 方式Ⅲ

or※

建退共連携ファイル
（元請/一次一括）

一次

建退共連携ファイル
（元請/一次一括）

元請

元下間での
報告も必須

元請が一括
して実施



建退共と CCUS とのデータ連携について 
 

・方式Ⅲ（元請/一次下請一括作業方式）について 

建設キャリアアップシステム（以下、「CCUS」）に登録している現場ごとに、下請事業所分も

含めた全ての被共済者の就業履歴情報を一括で就労ツールに取り込めるようになりました。

これまでは、それぞれの事業者が CCUS の就業履歴情報を就労ツールに取り込んで元請事業

者へ提出しておりましたが、この方式では、元請・下請間での情報のやり取りが不要となり

ます。詳細については、以下をご参照ください。 

 

〇元請一括作業方式・一次下請一括作業方式操作マニュアル 

建退共トップページ＞電子申請方式について＞2.電子申請方式関係の各種マニュアル 

https://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/denshi/denshi2.html 

 

〇元請一括作業方式・一次下請一括作業方式説明動画 

https://www.youtube.com/watch?v=tONte4dsr5E 

 

 

・R方式（一覧データ登録方式）について 

就労ツールで作成した就労実績を CCUS へ登録することができるようになりました。カード

タッチ漏れやカードリーダーの設置が難しいような現場については、就労ツールで作成した

就労実績情報を CCUS に登録することで就業履歴情報を補完することができます。 

 

〇R 方式操作マニュアル（現在作成中） 

 

 

 

※建退共と CCUS とのデータ連携については、更なる機能向上のため、今年度中を目途に追

加改修を予定している。 

https://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/denshi/denshi2.html
https://www.youtube.com/watch?v=tONte4dsr5E

